
(57)【要約】

【課題】　確実かつ簡易な着脱が可能なスコープ着脱装

置を提供する。

【解決手段】　内視鏡装置は、光源装置からの光を照射

する観察面に誘導するライトガイドが貫通して配設され

第１磁石が埋設される第１コネクタ部を有するスコープ

を備える。ライトガイドが挿入されるライトガイド挿入

部が形成され第１磁石との間に吸着力を生じさせる第２

磁石が埋設され、ライトガイドの挿入と第１磁石との吸

着力によって第１コネクタ部と嵌合する第２コネクタ部

を有するプロセッサを備える。第１磁石は永久磁石で、

第２磁石は電磁石であり第２磁石が通電された時吸着力

が生じる。第２コネクタ部は、ライトガイドがライトガ

イド挿入部に挿入される前はオフ状態で第２磁石を非通

電状態にし、挿入された時にオン状態となり第２磁石を

通電状態にする第１スイッチを有する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 源 装 置 か ら の 光 を 照 射 す る 観 察 面 に 誘 導 す る ラ イ ト ガ イ ド が 配 設 さ れ 、 第 １ 磁 石 が 埋
設 さ れ る 第 １ コ ネ ク タ 部 を 有 す る ス コ ー プ と 、
　 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 挿 入 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 磁 石 と の 間 に
吸 着 力 を 生 じ さ せ る 第 ２ 磁 石 が 埋 設 さ れ 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 と 前 記 第 １ 磁 石 と の 吸
着 力 に よ っ て 前 記 第 １ コ ネ ク タ 部 と 嵌 合 す る 第 ２ コ ネ ク タ 部 を 有 す る プ ロ セ ッ サ と を 備 え
る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ラ イ ト ガ イ ド の 端 部 が 前 記 第 １ コ ネ ク タ 部 か ら 突 出 す る と 共 に 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ
部 は 更 に 前 記 ス コ ー プ と 前 記 プ ロ セ ッ サ の 信 号 伝 達 の た め に 突 設 さ れ る 電 気 信 号 ピ ン を 一
つ 以 上 有 し 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 前 記 信 号 ピ ン の そ れ ぞ れ が 挿 入 さ れ る 前 記 一 つ 以 上 の
電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド の 突 出 量 が 前 記 電 気 信 号 ピ ン を 含 む 他
の 部 材 の 突 出 量 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 磁 石 は 永 久 磁 石 で 、 前 記 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 前 記 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た
時 、 前 記 吸 着 力 が 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン プ を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に 挿 入 さ れ る 前 は
オ フ 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿
入 部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に す る こ と に よ り
オ フ 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接 触 状 態 に す
る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 回 転 移 動 式 部 材 は 、 前 記 オ フ 状 態 の 時 に だ け 前 記 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す る 遮 光
板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ 前 記 通 電 状 態 を 解 除 で き る
第 ２ ス イ ッ チ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 磁 石 は 永 久 磁 石 で 、 前 記 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 前 記 第 ２ 磁 石 の 前 記 第 ２ コ
ネ ク タ 部 側 と 前 記 第 １ 磁 石 の 前 記 第 １ コ ネ ク タ 部 側 と の 間 で 吸 着 力 を 生 じ さ せ る 第 １ 極 性
と 、 前 記 第 ２ 磁 石 の 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 側 と 前 記 第 １ 磁 石 の 前 記 第 １ コ ネ ク タ 部 側 と の 間 で
反 発 力 を 生 じ さ せ る 第 ２ 極 性 と が 切 り 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン プ を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 石 が 前 記 第 １ 極 性 ま た は 前 記 第 ２ 極 性 に な る よ う に
電 流 の 向 き を 切 り 替 え て 電 力 供 給 を 行 う 磁 石 用 電 力 供 給 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に 挿 入 さ れ る 前 は
オ フ 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿
入 部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に す る こ と に よ り
オ フ 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接 触 状 態 に す
る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 回 転 移 動 式 部 材 は 、 前 記 オ フ 状 態 の 時 に だ け 前 記 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す る 遮 光
板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 時 、 前 記 吸 着 力
が 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン プ を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に 挿 入 さ れ る 前 は
オ フ 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿
入 部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 前 記 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に す る こ と に よ り
オ フ 状 態 に し 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接 触 状 態 に す
る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載
の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 回 転 移 動 式 部 材 は 、 前 記 オ フ 状 態 の 時 に だ け 前 記 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す る 遮 光
板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ 前 記 通 電 状 態 を 解 除 で き る
第 ２ ス イ ッ チ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 電 気 信 号 ピ ン が 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン を 有 し 、 前 記 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 が 第 １ 磁
石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 を 有 し 、 前 記 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン と 、 前 記 第 １ 磁 石 用 電 気 信
号 ピ ン 挿 入 部 が 接 触 す る こ と に よ り 前 記 第 １ 磁 石 に 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら の 電 力 供 給 が 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 ス コ ー プ 着 脱 装 置 に 関 し 、 特 に 、 確 実 か つ 簡 易 に ス コ ー プ が プ ロ セ
ッ サ に 着 脱 で き る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 被 写 体 の 観 察 面 を 撮 像 す る ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） と 、 ス
コ ー プ で 撮 像 さ れ て 得 ら れ た 画 像 信 号 を モ ニ タ ー で 観 察 可 能 な 映 像 信 号 に 変 換 す る プ ロ セ
ッ サ と は 別 体 で 、 こ れ ら の 着 脱 は 簡 単 か つ 確 実 な 構 造 が 要 求 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 特 許 文 献 １ は 機 械 的 に ロ ッ ク を か け る 構 造 の ス コ ー プ 着 脱 装 置 を 開 示 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ９ ５ ０ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ は 、 ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ の 装 着 部 分 周 辺 の 部 材 が 多 く 寸 法 が 大 き
く な る 欠 点 が あ る 。 ま た ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ 間 の 信 号 送 受 信 の た め の 信 号 ピ ン な ど 接 触
す る 部 材 が 多 く な る と 確 実 か つ 簡 易 な 着 脱 が で き る 構 造 に な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 確 実 か つ 簡 易 な 着 脱 が 可 能 な ス コ ー プ 着 脱 装 置 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 光 源 装 置 か ら の 光 を 照 射 す る 観 察 面 に 誘 導 す る ラ イ ト ガ イ
ド が 配 設 さ れ 、 第 １ 磁 石 が 埋 設 さ れ る 第 １ コ ネ ク タ 部 を 有 す る ス コ ー プ と 、 ラ イ ト ガ イ ド
が 挿 入 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 が 形 成 さ れ 、 第 １ 磁 石 と の 間 に 吸 着 力 を 生 じ さ せ る 第 ２
磁 石 が 埋 設 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 と 第 １ 磁 石 と の 吸 着 力 に よ っ て 第 １ コ ネ ク タ 部 と 嵌
合 す る 第 ２ コ ネ ク タ 部 を 有 す る プ ロ セ ッ サ と を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 ス コ ー プ と プ ロ セ ッ
サ の 取 り 付 け が 磁 石 の 吸 着 力 を 利 用 し て 確 実 か つ 簡 易 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 ラ イ ト ガ イ ド の 端 部 が 第 １ コ ネ ク タ 部 か ら 突 出 す る と 共 に 、 第 １ コ ネ ク タ
部 は 更 に ス コ ー プ と プ ロ セ ッ サ の 信 号 伝 達 の た め に 突 設 さ れ る 電 気 信 号 ピ ン を 一 つ 以 上 有
し 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 信 号 ピ ン の そ れ ぞ れ が 挿 入 さ れ る 一 つ 以 上 の 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 が
形 成 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド の 突 出 量 が 電 気 信 号 ピ ン を 含 む 他 の 部 材 の 突 出 量 よ り 大 き い 。 こ
れ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 が 先 に 行 わ れ る こ と に よ り 或 る 程 度 の 位 置 決 め が 行 わ れ 、
他 の 部 材 の 適 切 な 場 所 で の 嵌 合 を 誘 導 し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 １ 磁 石 は 永 久 磁 石 で 、 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 第 ２ 磁 石 が 通 電
さ れ た 時 、 吸 着 力 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 必 要 な 場 合 に だ け 磁 石 の 吸 着 力 を 利 用 し て ス コ
ー プ と プ ロ セ ッ サ の 取 り 付 け を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン
プ を 有 す る 。 こ れ に よ り 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ て 第 １ 磁 石 と の 間 に 吸 着 力 が 生 じ た こ と を 視
覚 的 に 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 ラ イ ト ガ イ ド が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に 挿 入
さ れ る 前 は オ フ 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入
部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す る 。 こ
れ に よ り ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 状 況 に よ っ て 磁 石 の 吸 着 力 の 発 生 の 有 無 が 変 化 す る の で 第 １
、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 を 把 握 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に
す る こ と に よ り オ フ 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接
触 状 態 に す る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 回 転 移 動 式 部 材 は 、 オ フ 状 態 の 時 に だ け 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す
る 遮 光 板 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド が 的 確 に 挿 入 さ れ て い な い 場 合 に は ラ イ ト ガ
イ ド に 光 は 届 か ず 観 察 面 に 光 が 照 射 さ れ な い こ と で 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 が
不 完 全 で あ る こ と を 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 １ ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ 通 電 電 状 態
を 解 除 で き る 第 ２ ス イ ッ チ を 有 す る 。 こ れ に よ り 必 要 な 場 合 に 磁 石 の 吸 着 力 を 消 滅 さ せ て
ス コ ー プ の 取 り 外 し を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 第 １ 磁 石 は 永 久 磁 石 で 、 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 第 ２ 磁 石 の 第 ２
コ ネ ク タ 部 側 と 第 １ 磁 石 の 第 １ コ ネ ク タ 部 側 と の 間 で 吸 着 力 を 生 じ さ せ る 第 １ 極 性 と 、 第
２ 磁 石 の 第 ２ コ ネ ク タ 側 と 第 １ 磁 石 の 第 １ コ ネ ク タ 部 側 と の 間 で 反 発 力 を 生 じ さ せ る 第 ２
極 性 と が 切 り 替 え 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ス コ ー プ 取 り 付 け の 際 に は 磁 石 の 吸 着 力 を 、
ス コ ー プ 取 り 外 し の 際 に は 磁 石 の 反 発 力 を 利 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン
プ を 有 す る 。 こ れ に よ り 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ て 第 １ 磁 石 と の 間 に 吸 着 力 が 生 じ た こ と を 視
覚 的 に 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 ２ 磁 石 が 第 １ 極 性 ま た は 第 ２ 極 性 に な る
よ う に 電 流 の 向 き を 切 り 替 え て 電 力 供 給 を 行 う 磁 石 用 電 力 供 給 部 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、
第 ２ 磁 石 の 電 磁 石 に 流 れ る 電 流 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と に よ り 容 易 に 磁 石 の 吸 着 力 お よ び
反 発 力 を 生 じ さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 ラ イ ト ガ イ ド が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に 挿 入
さ れ る 前 は オ フ 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入
部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す る 。 こ
れ に よ り ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 状 況 に よ っ て 磁 石 の 吸 着 力 の 発 生 の 有 無 が 変 化 す る の で 第 １
、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 を 把 握 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に
す る こ と に よ り オ フ 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接
触 状 態 に す る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 回 転 移 動 式 部 材 は 、 オ フ 状 態 の 時 に だ け 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す
る 遮 光 板 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド が 的 確 に 挿 入 さ れ て い な い 場 合 に は ラ イ ト ガ
イ ド に 光 は 届 か ず 観 察 面 に 光 が 照 射 さ れ な い こ と で 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 が
不 完 全 で あ る こ と を 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 は 電 磁 石 で あ り 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 時 、
吸 着 力 が 生 じ る 。 こ れ に よ り 、 ス コ ー プ の 取 り 付 け 時 だ け 磁 界 を 発 生 さ せ る こ と に な り 、
不 必 要 な 磁 性 体 を 吸 着 さ せ る お そ れ が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ た 場 合 に 点 灯 す る 表 示 ラ ン
プ を 有 す る 。 こ れ に よ り 第 ２ 磁 石 が 通 電 さ れ て 第 １ 磁 石 と の 間 に 吸 着 力 が 生 じ た こ と を 視
覚 的 に 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 ラ イ ト ガ イ ド が 前 記 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 に
挿 入 さ れ る 前 は オ フ 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 非 通 電 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド が ラ イ ト ガ イ ド
挿 入 部 に 挿 入 さ れ た 時 に オ ン 状 態 に な り 第 ２ 磁 石 を 通 電 状 態 に す る 第 １ ス イ ッ チ を 有 す る
。 こ れ に よ り ラ イ ト ガ イ ド の 挿 入 状 況 に よ っ て 磁 石 の 吸 着 力 の 発 生 の 有 無 が 変 化 す る の で
第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 を 把 握 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 第 １ ス イ ッ チ は 、 バ ネ の 付 勢 に よ っ て 電 気 接 点 同 士 を 非 接 触 状 態 に
す る こ と に よ り オ フ 状 態 に し 、 ラ イ ト ガ イ ド に よ っ て 移 動 せ し め ら れ て 電 気 接 点 同 士 を 接
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触 状 態 に す る こ と に よ り オ ン 状 態 に す る 回 転 移 動 式 部 材 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 回 転 移 動 式 部 材 は 、 オ フ 状 態 の 時 に だ け 光 源 装 置 か ら の 光 を 遮 断 す
る 遮 光 板 で あ る 。 こ れ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド が 的 確 に 挿 入 さ れ て い な い 場 合 に は ラ イ ト ガ
イ ド に 光 は 届 か ず 観 察 面 に 光 が 照 射 さ れ な い こ と で 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 の 嵌 合 状 況 が
不 完 全 で あ る こ と を 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 は 、 第 １ ス イ ッ チ と 直 列 に 接 続 さ れ 通 電 状 態 を
解 除 で き る 第 ２ ス イ ッ チ を 有 す る 。 こ れ に よ り 必 要 な 場 合 に 磁 石 の 吸 着 力 を 消 滅 さ せ て ス
コ ー プ の 取 り 外 し を 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た さ ら に 好 ま し く は 、 電 気 信 号 ピ ン が 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン を 有 し 、 電 気 信 号 ピ ン
挿 入 部 が 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 を 有 し 、 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン と 、 第 １ 磁 石 用
電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 が 接 触 す る こ と に よ り 第 １ 磁 石 に プ ロ セ ッ サ か ら の 電 力 供 給 が 行 わ れ
る 。 こ れ に よ り 、 プ ロ セ ッ サ 側 か ら の 電 力 供 給 に よ り ス コ ー プ 側 の 電 磁 石 で あ る 第 １ 磁 石
を 通 電 状 態 に す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 確 実 か つ 簡 易 な 着 脱 が 可 能 な ス コ ー プ 着 脱 装 置 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 第 １ の 実 施 形 態 で 使 用 さ れ る
内 視 鏡 装 置 の 構 成 図 を 示 す 。 図 ２ は 、 内 視 鏡 装 置 の 中 で 、 ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 ） １ ０ ０
と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ が 着 脱 さ れ る 部 分 を 中 心 に し た 模 式 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 ス コ ー プ １ ０ ０ と 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ と 、 カ ラ
ー モ ニ タ ４ ０ ０ と を 備 え る 。 ス コ ー プ １ ０ ０ は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ の 制 御 に よ り 、
被 写 体 （ 観 察 面 ） を 撮 像 す る 。 撮 像 に よ り 得 ら れ た 画 像 信 号 は カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ に
よ っ て カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ で 出 力 （ 画 面 表 示 ） が 可 能 な 映 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 変 換 さ れ
た 映 像 信 号 は ア ナ ロ グ 信 号 で カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ に 伝 達 さ れ る 。 伝 達 さ れ た 映 像 信 号 は 、
カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ に よ っ て 出 力 （ 画 面 表 示 ） さ れ る 。 使 用 者 は 、 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ に
よ る 出 力 結 果 に よ り 、 ス コ ー プ １ ０ ０ で 撮 像 さ れ た 被 写 体 映 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ は 、 撮 像 部 １ １ ０ と 、 照 明 部 １ ２ ０ と を 有 し 、 照 明 部 １ ２ ０ が 観 察 面 に
適 度 な 照 明 光 量 を 与 え な が ら 撮 像 部 １ １ ０ が 被 写 体 を 撮 像 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 撮 像 部 １ １ ０ は 、 対 物 レ ン ズ １ １ １ 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 １ １ ２ と を 有 す る 。 被 写 体
の 撮 像 に よ っ て 撮 像 素 子 １ １ ２ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に つ い て 、 Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン
グ 回 路 ） ／ Ａ Ｇ Ｃ （ オ ー ト ゲ イ ン コ ン ト ロ ー ラ ） ２ １ ０ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ３ ０ 、 画 像 処 理 回 路 ２
４ ０ を 介 し て カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ で 出 力 可 能 な 映 像 信 号 に 変 換 す る 画 像 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 照 明 部 １ ２ ０ は 、 光 フ ァ イ バ ・ バ ン ド ル な ど の ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ 、 配 光 レ ン ズ １ ２ １
を 介 し て 観 察 面 に 照 射 す る 光 源 装 置 ２ ７ ０ か ら の 光 を 供 給 す る 。 ス コ ー プ １ ０ ０ の 第 １ コ
ネ ク タ 部 １ ５ ０ は 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ の 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ と 接 続 さ れ る 。 第 １
、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ に つ い て の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ は 、 Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ ２ １ ０ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ ２ ０ 、 Ｄ Ｓ Ｐ （
デ ィ ジ タ ル ・ シ グ ナ ル ・ プ ロ セ ッ サ ） ２ ３ ０ 、 画 像 処 理 回 路 ２ ４ ０ 、 光 源 装 置 ２ ７ ０ 、 主
電 源 ２ ８ ０ 、 パ ワ ー ス イ ッ チ ２ ９ ０ 、 Ｃ Ｐ Ｕ と 周 辺 回 路 ３ ０ ０ を 有 し て お り 、 使 用 者 の 操
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作 に よ り ス コ ー プ １ ０ ０ に 光 量 を 供 給 し 、 ス コ ー プ １ ０ ０ で 撮 像 さ れ 電 荷 転 送 さ れ た 画 像
信 号 を カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ で 出 力 で き る 映 像 信 号 に 変 換 す る 。 パ ワ ー ス イ ッ チ ２ ９ ０ が 使
用 者 の 操 作 に よ り オ ン 状 態 に さ れ る と 商 用 電 源 か ら の 電 力 は 主 電 源 ２ ８ ０ に 供 給 さ れ る 。
主 電 源 ２ ８ ０ は 各 部 に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 光 源 装 置 ２ ７ ０ は 、 ラ ン プ 点 灯 ス イ ッ チ ２ ７ １ 、 点 灯 駆 動 部 ２ ７ ２ 、 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３
、 及 び 集 光 レ ン ズ ２ ７ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 主 電 源 ２ ８ ０ が オ ン 状 態 に あ っ て 、 ラ ン プ 点 灯 ス イ ッ チ ２ ７ １ が オ ン 状 態 に さ れ る と 、
Ｃ Ｐ Ｕ と 周 辺 回 路 ３ ０ ０ の 制 御 に よ っ て 点 灯 駆 動 部 ２ ７ ２ に 初 期 発 光 ト リ ガ 指 示 信 号 が 送
ら れ 主 電 源 ２ ８ ０ か ら の 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 印 加 さ れ た 電 圧 か ら 点 灯 駆 動 部 ２ ７ ２ は 高 電
圧 パ ル ス を 発 生 さ せ る 。 高 電 圧 パ ル ス は 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ に 印 加 さ れ る 。 所 定 の 高 電 圧 パ
ル ス が 印 加 さ れ る と 、 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ の 電 極 間 に 絶 縁 破 壊 が 生 じ 、 ア ー ク 放 電 が 開 始 さ
れ 、 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ は 発 光 す る 。 発 光 し た 光 は 集 光 レ ン ズ ２ ７ ４ で 集 光 さ れ 、 ラ イ ト ガ
イ ド １ ２ ２ 、 配 光 レ ン ズ １ ２ １ を 介 し て 観 察 面 に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ と 周 辺 回 路 ３ ０ ０ は 、 内 視 鏡 装 置 各 部 の 制 御 や 信 号 の 一 時 記 録 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 カ ラ ー モ ニ タ ４ ０ ０ は 、 映 像 信 号 を 取 り 込 ん で 表 示 す る こ と が 可 能 な 市 販 の カ ラ ー モ ニ
タ で あ り 、 ス コ ー プ １ ０ ０ で 撮 像 さ れ 、 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ で 変 換 さ れ た 映 像 信 号 を
、 出 力 （ 画 面 表 示 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部
１ ５ ０ 、 ２ ５ ０ は 、 相 互 に 嵌 合 可 能 で あ り 、 嵌 合 に よ り ス コ ー プ １ ０ ０ と カ ラ ー プ ロ セ ッ
サ ２ ０ ０ と が 電 気 的 、 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ は 、 永 久 磁 石 の 第 １ 磁 石 １ ５ １ 、 お よ び 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ と
を 有 す る 。 第 １ 磁 石 １ ５ １ は 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ に 埋 設 さ れ 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ の Ｎ 極 側
の 端 面 は 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 端 面 に 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ は 、 撮 像 素 子 １ １ ２ と Ｃ Ｐ Ｕ と 周 辺 回 路 ３ ０ ０ と の 間 な ど ス コ ー
プ １ ０ ０ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ と の 間 の 信 号 伝 達 を 行 う 端 子 で 、 本 実 施 形 態 で は 第 １
～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５ ７ ｄ を 有 す る も の と し て 説 明 す る 。 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信
号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５ ７ ｄ は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ の 第
１ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ７ ａ ～ ２ ５ ７ ｄ と 嵌 合 す る よ う に 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５
０ に 突 設 さ れ る 。 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５ ７ ｄ の そ れ ぞ れ は 撮 像 素 子 １ １
２ と 接 続 さ れ る 。 な お 、 信 号 ピ ン の 数 は ４ つ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ に は 、 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ か ら の 光 を ス コ ー プ １ ０ ０ の 配 光 レ
ン ズ １ ２ １ に 誘 導 す る ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 貫 通 し て 配 設 さ れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の
第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 端 面 か ら の 突 出 量 は 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ を 含 む 他 の 部 材 の 突
出 量 よ り も 大 き い 。 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 端 面 か ら の そ れ ぞ れ の 部 材 の 突 出 量 は 、 ラ イ
ト ガ イ ド １ ２ ２ の 端 部 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５
７ ｄ 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ の 順 に 大 き い 。 第 １ 磁 石 １ ５ １ の 突 出 量 は ほ と ん ど ゼ ロ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ は 、 電 磁 石 の 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ を 駆 動 す る 磁 石 用
電 力 供 給 部 ２ ５ ２ 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の 通 電 状 態 を 表 示 す る 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ 、 ラ イ ト ガ イ
ド １ ２ ２ の 挿 入 具 合 に よ り オ ン オ フ 状 態 が 切 り 替 わ る 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ 、 第 ２ 磁 石 ２ ５
１ の 通 電 状 態 を 解 除 す る 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ 、 第 １ コ ネ ク タ 部 の 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ と
嵌 合 す る 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ 、 お よ び ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の 先 端 部 と 嵌 合 す る ラ
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イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ は 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ に 埋 設 さ れ 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の Ｓ 極 側 の 端 面 は
第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 端 面 に 露 出 し て い る 。 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ は 電 流 が 流 れ る と 電 磁 石 と
し て 磁 界 を 発 生 さ せ 第 １ 磁 石 １ ５ １ と の 吸 着 力 を 生 じ さ せ る 。 電 流 が 流 れ な い と 電 磁 石 と
し て 磁 界 を 発 生 さ せ な い の で 第 １ 磁 石 １ ５ １ と の 吸 着 力 を 生 じ さ せ な い 。 な お 、 第 １ 、 第
２ 磁 石 の 極 性 は 、 そ れ ぞ れ が 逆 で あ っ て 、 間 に 吸 着 力 が 生 じ る 状 態 で あ っ て も よ い 。 第 ２
磁 石 ２ ５ １ の 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 端 面 か ら の 突 出 量 は ほ と ん ど ゼ ロ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 磁 石 用 電 力 供 給 部 ２ ５ ２ は 、 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ を 有 し 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 力 を 供 給
す る 。 磁 石 用 電 力 供 給 部 ２ ５ ２ へ の 電 力 供 給 は 主 電 源 ２ ８ ０ に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の コ イ ル の 巻 き 方 向 、 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ の 電 流 方 向 は 、 第 ２ 磁 石 ２ ５
１ の 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 端 面 側 が Ｓ 極 に な る よ う に 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 磁 石 用 電
源 ２ ５ ２ ａ は 陽 極 が 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ と 接 続 さ れ 、 陰 極 が 接 地 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 た だ し
、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の コ イ ル の 巻 き 方 向 お よ び 電 流 の 流 れ る 方 向 を 逆 に し て も 同 様 の 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ は 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ が 通 電 状 態 に あ る 時 に 点 灯 す る 。 第 ２ 磁 石 ２ ５ １
の 通 電 状 態 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ た 状 態 を 意 味
し 、 こ れ を 視 覚 的 に 表 示 す る こ と に よ り 、 使 用 者 に 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０
の 嵌 合 が さ れ た こ と を 伝 え る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ は 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ の 嵌 合 す な わ ち ラ イ ト ガ
イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ る と 機 械 的 作 用 に よ り オ ン 状 態 に な る
ス イ ッ チ で あ る 。 図 ３ ～ 図 ５ で 詳 し く 説 明 す る 。 図 ３ は 図 ２ の 模 式 図 と 同 じ で 第 １ ス イ ッ
チ ２ ５ ５ の 周 辺 部 分 の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ 、 ５ は 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ を 具 体 的 に 記 し た 構
成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ は 、 第 １ 接 点 ２ ５ ５ ａ 、 遮 光 板 ２ ５ ５ ｂ 、 第 ２ 接 点 ２ ５ ５ ｃ 、 お よ
び バ ネ ２ ５ ５ ｄ と を 有 す る 。 第 １ 接 点 ２ ５ ５ ａ は 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 遮
光 板 ２ ５ ５ ｂ の 一 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の 挿 入 に よ り 遮 光 板 ２ ５ ５
ｂ が 移 動 さ せ ら れ た 時 、 第 １ 接 点 は 第 ２ 接 点 と 接 触 す る 。 遮 光 板 ２ ５ ５ ｂ は 揺 動 自 在 と な
る よ う に 他 端 部 が 軸 支 さ れ た 回 転 移 動 式 部 材 で あ り 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド
挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ て い な い 時 は バ ネ ２ ５ ５ ｄ の 付 勢 に よ り 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ で 発 せ
ら れ 集 光 レ ン ズ ２ ７ ４ で 集 光 さ れ た 光 を 遮 り （ 図 ４ 参 照 ） 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト
ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ た 時 は ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ に よ っ て 移 動 せ し め ら れ 遮 光 状
態 を 解 除 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 第 ２ 接 点 ２ ５ ５ ｃ は 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ と 電 気 的 に 接 続 さ れ
る 。 バ ネ ２ ５ ５ ｄ は 遮 光 板 ２ ５ ５ ｂ を 付 勢 し て 遮 光 状 態 を 維 持 さ せ る 。 な お 、 第 ２ ス イ ッ
チ ２ ５ ６ は 、 通 常 、 そ の 接 点 間 が 通 電 状 態 、 す な わ ち オ ン 状 態 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ て い な い 時 、 遮 光 板 ２ ５ ５
ｂ は バ ネ ２ ５ ５ ｄ の 付 勢 に よ っ て 第 １ 、 第 ２ 接 点 ２ ５ ５ ａ 、 ２ ５ ５ ｃ を 非 接 触 状 態 に す る
。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ て い る 時 は 、 遮 光 板 ２ ５ ５
ｂ は ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の 挿 入 に よ っ て 回 動 せ し め ら れ 第 １ 、 第 ２ 接 点 ２ ５ ５ ａ 、 ２ ５ ５
ｃ と 接 触 状 態 に す る 。 接 触 状 態 に な る と 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 流 が 流 れ 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ は
電 磁 石 と し て 磁 界 を 発 生 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ の 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 側
に あ る Ｎ 極 と 、 第 ２ 磁 石 の 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ 側 に 生 じ た Ｓ 極 の 間 に 吸 着 力 が 生 じ 、 ス
コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 付 け が 確 実 か つ 強 固 に な る 。 ま た 、 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ が 点 灯 し 、 使 用
者 は 視 覚 的 に 上 記 内 容 を 認 識 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ に 取 り 付 け た 後 に お い て は 、 主 電 源 ２ ８ ０ を
オ フ 状 態 に す る か 後 述 す る 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ を オ フ 状 態 に し な い 限 り は こ の 吸 着 力 を 上
回 る 力 を 加 え な い と ス コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 外 し が で き な い 。 こ の 吸 着 力 を 上 回 る 力 を 加 え
て ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ か ら 取 り 外 し た 場 合 は 、 遮 光 板 ２ ５ ５ ｂ は 、
バ ネ ２ ５ ５ ｄ に 付 勢 さ れ た 状 態 に 戻 り 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ が オ フ 状 態 に な り 、 第 ２ 磁 石 ２
５ １ の 通 電 状 態 は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ は 、 使 用 者 の 操 作 に よ り 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の 電 磁 石 の 通 電 状 態 を 解 除
す る た め の 解 除 ス イ ッ チ で あ る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入
さ れ て 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ が オ ン 状 態 に あ り 内 視 鏡 装 置 が 使 用 さ れ る 状 態 に あ る 時 は 第 ２
ス イ ッ チ ２ ５ ６ の オ ン 状 態 が 維 持 さ れ 、 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ か ら 取
り 外 す 際 に 、 使 用 者 に よ り オ フ 状 態 に さ れ る 。 オ フ 状 態 に す る と そ れ ま で 電 流 が 流 れ 磁 界
を 発 生 さ せ て い た 電 磁 石 の 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の コ イ ル に 電 流 が 流 れ な く な り 磁 界 を 発 生 さ せ
な く な る 。 こ れ に よ り 第 １ 磁 石 １ ５ １ と の 間 で 生 じ て い た 吸 着 力 が な く な り 、 ス コ ー プ １
０ ０ の 取 り 外 し が 簡 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ は 、 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ７ ａ ～ ２ ５ ７ ｄ を
有 す る 。 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ７ ａ ～ ２ ５ ７ ｄ は 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の
電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５ ７ ｄ と 嵌 合 す る よ う に 、
第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ に 形 成 さ れ た 穴 で あ る 。 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ７ ａ ～ １ ５ ７
ｄ は 、 第 １ ～ 第 ４ 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ７ ａ ～ ２ ５ ７ ｄ の そ れ ぞ れ を 介 し て Ｃ Ｐ Ｕ と 周
辺 回 路 ３ ０ ０ と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 挿 入 さ れ る よ う に 、 第 ２ コ ネ ク タ
部 ２ ５ ０ に 形 成 さ れ た 穴 で あ り 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ に お い て 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ で 発 せ
ら れ 集 光 レ ン ズ ２ ７ ４ で 集 光 さ れ た 光 を ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ に 伝 達 で き る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ に 取 り 付 け る 手 順 、 取 り 外 す 手 順 を 説
明 す る 。 使 用 者 の 操 作 に よ り パ ワ ー ス イ ッ チ ２ ９ ０ が オ ン 状 態 に さ れ る と 、 主 電 源 ２ ８ ０
に 商 用 電 源 か ら 電 力 供 給 が さ れ カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ 内 の 各 部 に 電 力 が 供 給 さ れ る 。 磁
石 用 電 力 供 給 部 ２ ５ ２ に も 電 力 供 給 さ れ る が 、 ス コ ー プ １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ る 前 は 第 １
ス イ ッ チ ２ ５ ５ が オ フ 状 態 に あ る た め 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 流 は 流 れ な い 。 従 っ て 、 第 ２ 磁
石 ２ ５ １ は 磁 界 を 発 生 さ せ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 初 期 状 態 に お い て 、 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ は オ ン 状 態 に さ れ て い る 。 た だ し 、 そ の 他
の 実 施 形 態 と し て 初 期 状 態 に お い て は 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ を オ フ 状 態 に し 、 第 １ 、 第 ２ コ
ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ の 嵌 合 が 完 了 し た 後 に オ ン 状 態 に す る 手 順 で も よ い 。 こ の 嵌 合 完
了 後 に オ ン 状 態 に す る 手 順 で は 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ の 嵌 合 過 程 に お い
て 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 吸 着 力 は 用 い ら れ な い が 、 嵌 合 が 完 了 し た 後 に ス コ
ー プ １ ０ ０ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ の 接 続 を 強 固 な 状 態 に 維 持 す る こ と に 吸 着 力 は 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ に 取 り 付 け る 際 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 側 で
最 も 突 出 し た ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 最 初 に 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ 側 と 接 触 す る 。 そ の た め
、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ を ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 す る こ と か ら ス コ ー プ １ ０ ０ の
取 り 付 け は 始 ま る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 挿 入 さ れ る と バ ネ ２ ５ ５ ｄ に 付 勢 さ れ て い た 遮
光 板 ２ ５ ５ ｂ と と も に 第 １ 接 点 ２ ５ ５ ａ が 移 動 せ し め ら れ 、 第 １ 接 点 ２ ５ ５ ａ と 第 ２ 接 点
２ ５ ５ ｃ と が 接 触 す る 。 こ の 接 触 に よ り 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ が オ ン 状 態 に さ れ 、 第 ２ 磁 石
２ ５ １ の コ イ ル に 電 流 が 流 れ る 。 こ の 通 電 に よ り 磁 界 が 発 生 し 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、
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２ ５ １ の 間 に 吸 着 力 が 生 ず る 。 こ の と き 、 遮 光 板 ２ ５ ５ ｂ は 放 電 ラ ン プ ２ ７ ３ か ら の 光 を
遮 断 し な い 位 置 に あ る の で ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ を 介 し て 光 が 配 光 レ ン ズ １ ２ １ に 送 ら れ る
。 ま た 、 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ が 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 吸 着 力 に よ り 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ は 互 い に 引 き 寄 せ す な わ ち ス コ ー プ １
０ ０ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ と が 引 き 寄 せ ら れ る 。 こ れ に よ り ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ は さ
ら に ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 さ れ る 。 ま た 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の そ れ ぞ れ は
、 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ の そ れ ぞ れ に 誘 導 さ れ て 嵌 合 さ れ 、 ス コ ー プ １ ０ ０ と カ ラ
ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ の 取 り 付 け は 完 了 す る 。 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の 挿 入 や 第 １ 、 第 ２ 磁 石
１ ５ １ 、 ２ ５ １ の 間 の 吸 着 に よ り 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の そ れ ぞ れ は 間 違 っ た 位 置 に 無 理
に 挿 入 さ れ る こ と な く 所 定 の 位 置 に 誘 導 さ れ て 嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の 磁 界 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 所 定 の ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５
９ に 挿 入 さ れ て い な け れ ば 発 生 し な い の で 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 所 定 の 位 置 に 挿 入 さ れ
た か 否 か は 磁 界 発 生 後 の 吸 着 力 が 生 じ た か 否 か で 判 断 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 ラ イ
ト ガ イ ド １ ２ ２ 端 部 の 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 端 面 か ら の 突 出 量 が 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の
そ れ ぞ れ の 突 出 量 よ り も 大 き い の で 、 先 に ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ が 挿 入 さ れ て あ る 程 度 の 位
置 決 め が 行 わ れ 、 次 に 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 引 き 寄 せ 合 い に よ り 、 電 気 信 号 ピ
ン 群 １ ５ ７ の 嵌 合 が 行 わ れ る の で 間 違 っ た 位 置 で の 嵌 合 が 生 じ な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ か ら 取 り 外 す 際 、 使 用 者 の 操 作 に よ り 第 ２ ス
イ ッ チ ２ ５ ６ を オ フ 状 態 に す る 。 こ れ に よ り 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 流 が 流 れ な く な り 磁 界 は
発 生 さ れ な く な る 。 そ の た め 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ と の 吸 着 力 も な く な り 、 ス コ ー プ １ ０ ０ の
取 り 外 し に 反 す る 磁 力 が 消 滅 し 、 取 り 外 し が 容 易 に 行 わ れ る 。 ま た 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の 通
電 状 態 が 解 除 さ れ る こ と に よ り 、 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ は 消 灯 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 図
は 図 １ と 同 じ で あ る 。 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ 周 辺 を 詳 し く 描 い た 模 式 図 は
図 ６ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ に お い て 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ の 電 磁 石
の 極 性 が 可 変 で あ る こ と で あ る 。 具 体 的 に 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 磁 石 用 電 力 供 給 部 ２ ５
２ は 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ 、 ２ ５ ２ ｃ 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２
ｂ 、 ２ ５ ２ ｄ と を 有 す る 。 ま た 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ は 、 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ を 有 し な
い 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ 、 ２ ５ ２ ｃ は 、 と も に 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 力 供 給 す る 電
源 で あ る が 電 流 の 流 れ る 方 向 は 互 い に 逆 で あ る 。 第 １ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ は 、 陽 極 が 第 ２
磁 石 ２ ５ １ と 接 続 さ れ 、 陰 極 が 接 地 さ れ る 。 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ｃ は 、 陰 極 が 第 ２ 磁 石
２ ５ １ と 接 続 さ れ 、 陽 極 が 接 地 さ れ る 。 第 １ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ は 、 ス コ ー プ １ ０ ０ を 取
り 付 け る 際 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 間 に 吸 着 力 が 生 じ る 極 性 を 第 ２ 磁 石 に 生 じ
さ せ る 場 合 に 用 い ら れ る 。 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ｃ は 、 ス コ ー プ １ ０ ０ を 取 り 外 す 際 、 第
１ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 間 に 反 発 力 が 生 じ る 極 性 を 第 ２ 磁 石 に 生 じ さ せ る 場 合 に 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ 、 ２ ５ ２ ｄ は 、 第 ２ 磁 石 に 電 力 供 給 す る 電 源 を
第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ 、 ２ ５ ２ ｃ の い ず れ か に 切 り 替 え る ス イ ッ チ で 、 第 １ 磁 石
用 電 源 ２ ５ ２ ｂ か ら の 電 力 供 給 を 行 う 際 は 、 第 １ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ を オ ン 状 態
に し 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｄ を オ フ 状 態 に す る 。 第 ２ 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ｄ か ら
の 電 力 供 給 を 行 う 際 は 、 第 １ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ を オ フ 状 態 に し 、 第 ２ 磁 石 用 電
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源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｄ を オ ン 状 態 に す る 。 第 １ 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ 、 ２ ５ ２
ｄ の オ ン オ フ 操 作 は 使 用 者 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ の 一 方 の 端 子 は 接 地 さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る ス コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 付 け お よ び 取 り 外 し 手 順 を 説 明 す る 。 ス
コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 付 け の 際 は 、 使 用 者 の 操 作 に よ り パ ワ ー ス イ ッ チ ２ ９ ０ を オ ン 状 態 に
し た 後 、 さ ら に 第 １ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ を オ ン 状 態 に 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ
２ ５ ２ ｄ を オ フ 状 態 に す る 。 次 に ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ を ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入
す る こ と に よ り 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ を オ ン 状 態 に し て 第 ２ 磁 石 に 電 流 が 流 れ る 状 態 に す る
。 第 １ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ が オ ン 状 態 に さ れ て い る の で 、 第 ２ 磁 石 は 第 ２ コ ネ ク
タ 部 ２ ５ ０ 側 が Ｓ 極 に な り 、 対 向 す る 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 側 の 第 １ 磁 石 １ ５ １ の Ｎ 極 と
の 間 に 吸 着 力 が 生 じ る 。 こ の 吸 着 力 に よ り 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ が 互 い に 引 き 寄
せ あ い 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ が 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ に 嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 外 し の 際 は 、 使 用 者 の 操 作 に よ り 第 １ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２
ｂ を オ フ 状 態 に 、 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｄ を オ ン 状 態 に す る 。 第 ２ 磁 石 用 電 源 ス
イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ が オ ン 状 態 に さ れ て い る の で 、 第 ２ 磁 石 は 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ 側 が Ｎ 極
に な り 、 対 向 す る 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 側 の 第 １ 磁 石 １ ５ １ の Ｎ 極 と の 間 に 反 発 力 が 生 じ
る 。 こ の 反 発 力 を 利 用 し て ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ か ら 取 り 外 し す る 。
第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 取 り 外 し 時 に 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 間 に 生 じ た 吸
着 力 が 消 滅 す る に す ぎ な か っ た が 、 第 ２ の 実 施 形 態 の お い て は 、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、
２ ５ １ の 間 に 反 発 力 が 生 じ る の で 、 取 り 外 し が さ ら に 容 易 に な る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 図
は 図 １ と 同 じ で あ る 。 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ 周 辺 を 詳 し く 描 い た 模 式 図 は
図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ に お い て 第 １ 磁 石 １ ５ １ が 永 久 磁
石 で は な く 電 磁 石 で あ る こ と で あ る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５
７ は 通 電 性 の 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ を 有 し 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ の 電 気 信 号 ピ
ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ は 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ８ を 有 す る 。 ま た 、 磁 石 用 電 力 供
給 部 ２ ５ ２ は 、 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ を 有 す る 。 第 １ 磁 石 １ ５ １ に お け る 電 磁 石 の
一 方 の 端 子 は 接 地 さ れ 、 一 方 の 端 子 は 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ と 接 続 さ れ る 。 そ の
他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 １ 磁 石 １ ５ １ の コ イ ル の 巻 き 方 向 は 、 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ の 電 流 方 向 に 従 っ て 、 コ イ
ル に 電 流 が 流 れ た 場 合 に 第 １ 磁 石 １ ５ １ の 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 端 面 側 が Ｎ 極 に な る よ
う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ は 、 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ に 埋 設 さ れ 、 第 １ 磁 石 用 電 気
信 号 ピ ン １ ５ ８ の 一 方 の 端 面 は 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ の 端 面 に 露 出 し て い る 。 第 １ 磁 石 用
電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ は 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ と 接 続 さ れ る 。 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ の
第 １ コ ネ ク タ 部 端 面 か ら の 突 出 量 は ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ 端 部 の 突 出 量 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ８ は 、 ス コ ー プ １ ０ ０ を カ ラ ー プ ロ セ ッ サ ２ ０ ０ に
取 り 付 け た 際 に 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ と 接 触 す る よ う に 第 ２ コ ネ ク タ ２ ５ ０ に 埋
設 さ れ 、 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ８ の 一 方 の 端 面 は 第 ２ コ ネ ク タ ２ ５ ０ の 端 面
に 埋 設 さ れ て い る 。 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ８ は 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ お よ び 磁 石 用
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電 力 供 給 部 ２ ５ ２ と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ス コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 付 け お よ び 取 り 外 し 手 順 を 説 明 す る 。 ス
コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 付 け の 際 は 、 使 用 者 の 操 作 に よ り パ ワ ー ス イ ッ チ ２ ９ ０ を オ ン 状 態 に
し た 後 、 さ ら に 磁 石 用 電 源 ス イ ッ チ ２ ５ ２ ｂ を オ ン 状 態 に す る 。 次 に ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２
を ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部 ２ ５ ９ に 挿 入 す る こ と に よ り 第 １ ス イ ッ チ ２ ５ ５ を オ ン 状 態 に し て
第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 流 が 流 れ る 状 態 に す る 。 磁 石 用 電 源 ２ ５ ２ ａ が オ ン 状 態 に さ れ て い る
の で 、 第 ２ 磁 石 は 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ 側 が Ｓ 極 に な る 。 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ が 通 電 状 態 に な
る と 表 示 ラ ン プ ２ ５ ３ が 点 灯 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ の そ れ ぞ れ を 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ の 所 定 の 位 置 に あ わ
せ て 嵌 合 す る 。 嵌 合 し た 時 点 で 、 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ 、 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ
ン 挿 入 部 ２ ５ ８ が 接 触 し 第 １ 磁 石 １ ５ １ の コ イ ル に 電 流 が 流 れ る 。 流 れ た 電 流 に よ り 第 １
磁 石 １ ５ １ は 磁 界 を 発 生 す る 。 第 １ 磁 石 の 第 １ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 側 は Ｎ 極 に 帯 磁 し 、 第 ２
磁 石 ２ ５ １ の 第 ２ コ ネ ク タ 部 ２ ５ ０ 側 に 帯 磁 し た Ｓ 極 と の 間 に 吸 着 力 が 生 じ る 。 こ の 吸 着
力 に よ り 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ が 接 触 し 、 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０
は 完 全 に 嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な り 、 電 気 信 号 ピ ン 群 １ ５ ７ と 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 群 ２ ５ ７ の 嵌 合
が さ れ て 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン １ ５ ８ 、 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部 ２ ５ ８ を 介 し て
通 電 さ れ る ま で 第 １ 磁 石 は 磁 界 を 発 生 し な い の で 、 オ フ 状 態 の 間 に 周 囲 に あ る 磁 性 体 が 第
１ 磁 石 に 吸 着 さ れ て し ま う 問 題 は 生 じ な い 。 ま た 、 信 号 ピ ン が あ ら か た 嵌 合 さ れ る ま で ス
コ ー プ １ ０ ０ の 挿 入 の 方 向 性 を 確 認 す る こ と が で き 、 間 違 っ た 方 向 に 無 理 に 挿 入 さ れ る こ
と が 無 く な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス コ ー プ １ ０ ０ の 取 り 外 し の 際 は 、 使 用 者 の 操 作 に よ り 第 ２ ス イ ッ チ ２ ５ ６ を オ フ 状 態
に す る 。 こ れ に よ り 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ に 電 流 は 流 れ な い の で 、 第 ２ 磁 石 ２ ５ １ は 磁 界 を 発 生
し な い 。 そ の た め 、 第 １ 磁 石 １ ５ １ と の 間 に 生 じ て い た 吸 着 力 は 消 滅 す る の で 、 取 り 外 し
は 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 １ 、 第 ２ コ ネ ク タ 部 １ ５ ０ 、 ２ ５ ０ か ら の 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 突 出 量 は
ほ と ん ど ゼ ロ で あ る と し た が 、 一 方 を 突 出 さ せ 他 方 を 陥 没 さ せ る 形 状 で も よ い 。 こ の 場 合
、 第 １ 、 第 ２ 磁 石 １ ５ １ 、 ２ ５ １ の 凹 凸 形 状 を 利 用 し て こ れ ら の 嵌 合 を 誘 導 す る こ と が 出
来 さ ら に 取 り 付 け が 容 易 に な る 。 た だ し 、 そ の 突 出 量 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ ２ の 端 面 か ら
の 突 出 量 よ り も 小 さ く す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 装 置 の 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 中 で 、 ス コ ー プ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ が 着 脱
さ れ る 部 分 を 中 心 に し た 模 式 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 第 １ ス イ ッ チ の 周 辺 部 分 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 オ フ 状 態 の 第 １ ス イ ッ チ を 具 体 的 に 記 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 オ ン 状 態 の 第 １ ス イ ッ チ を 具 体 的 に 記 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 中 で 、 ス コ ー プ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ が 着 脱
さ れ る 部 分 を 中 心 に し た 模 式 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 の 中 で 、 ス コ ー プ と カ ラ ー プ ロ セ ッ サ が 着 脱
さ れ る 部 分 を 中 心 に し た 模 式 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 １ ０ ０ 　 ス コ ー プ
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　 １ ２ ２ 　 ラ イ ト ガ イ ド
　 １ ５ ０ 　 第 １ コ ネ ク タ 部
　 １ ５ １ 　 第 １ 磁 石
　 １ ５ ７ 　 電 気 信 号 ピ ン 群
　 １ ５ ８ 　 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン
　 ２ ０ ０ 　 カ ラ ー プ ロ セ ッ サ
　 ２ ５ ０ 　 第 ２ コ ネ ク タ 部
　 ２ ５ １ 　 第 ２ 磁 石
　 ２ ５ ２ 　 磁 石 用 電 力 供 給 部
　 ２ ５ ３ 　 表 示 ラ ン プ
　 ２ ５ ５ 　 第 １ ス イ ッ チ
　 ２ ５ ６ 　 第 ２ ス イ ッ チ
　 ２ ５ ７ 　 信 号 ピ ン 挿 入 部 群
　 ２ ５ ８ 　 第 １ 磁 石 用 電 気 信 号 ピ ン 挿 入 部
　 ２ ５ ９ 　 ラ イ ト ガ イ ド 挿 入 部
　 ２ ７ ０ 　 光 源 装 置
　 ２ ７ １ 　 ラ ン プ 点 灯 ス イ ッ チ
　 ２ ７ ２ 　 点 灯 駆 動 部
　 ２ ７ ３ 　 放 電 ラ ン プ
　 ２ ８ ０ 　 主 電 源
　 ２ ９ ０ 　 パ ワ ー ス イ ッ チ
　 ４ ０ ０ 　 カ ラ ー モ ニ タ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够可靠且简单地进行安装/拆卸的瞄准镜安装/拆
卸装置。 内窥镜装置包括具有第一连接器部的内窥镜，在该第一连接器
部中设置有用于引导从光源装置射出的光的观察面的光导，并内置有第
一磁铁。 形成其中插入有光导的光导插入部分，并且在第一磁体和第一
磁体之间嵌入用于产生吸引力的第二磁体。 提供了具有要装配的第二连
接器部分的处理器。 第一磁体是永磁体，第二磁体是电磁体，并且当第
二磁体通电时产生吸引力。 第二连接器部分具有第一开关，该第一开关
在将光导插入光导插入部分之前以断开状态关闭第二磁体，并且在插入
光导以导通第二磁体时导通。 有。 [选择图]图2
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